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神澤　創 KAMIZAWA TSUKURU
帝塚山大学　心理学部心理学科　大学院心理科学
研究科教授 [研究領域 ]カウンセリングや心理療法
など、個人の幸福感やＱＯＬを高める実践的なア
プローチに関心があります。最近は自殺対策や精
神障がい者支援など、主にコミュニティで活動し
ています。[ 社会的活動 ] 奈良県自殺対策連絡協議
会座長、生駒精神障がい者ひだまり後援会代表

　　　　  ひだまりCLOVER ■連載vol. 25

　　 　言いたいことを言う─
　　「アドボカシー」
　

  「ひだまり後援会」　世話人として

2017年7月22日の「第25-2回こころ
の市民講座」は精神障がいの当事
者の体験談と、家族（弟の目線から）
の体験談です。
　これは、精神障がいがある [ よしの
り ] さんの講座・体験談の解説画像
です。
　思春期に統合失調発症が発症した
人は、妄想・幻覚・幻聴・暴力入院後、
数年経て自分の病気を受け入れ、治
療が必要である事を知ります。そし
て、それまでに自分が感じていた事、
見えていた事柄が、ほかの人には感
じていなかったり見えていなかったり
していた事に、ショックを受けなが
ら「病識」※を育てていきます。
　この自分の「病気の意識」を持つ
という事が、それからの障がいと付き
合いながらの生き方に大きな意味を持
つのです。
　発病から入退院を経て、精神障がい
がある中で治療を受け、街で暮らして
いくシンドサ・つらさと [ よしのり ] さ
んの詩に込められた喜びや夢などを、 
ぜひ会場でお聞きください。
　今回の講座で知っていただきたい
もう一つの事はこの疾病や障がいに
対する私達の無知です。1970 年代
後半以降の〈保健の教科書〉では精
神疾患および精神障害についての記
述が削除されていました。学ぶ機会
がなくなっていたのです。ご存知で
すか？現在は33人に1人が精神科の受
診をしています。精神疾患は国の 5大
疾病（がん、脳卒中、急性心筋梗塞、
糖尿病、精神疾患）になっています。
にも関わらず、知る機会が奪われてい

　二つ目の映像は 31 年に渡る入退院を本人
の弟が語ります。なんとか退院したい、家に
戻りたい！　だが居場所がない。でも人生は続
く・・・何も手に着かない、辛い、働けない。
出口を求め続ける・・・多くの障がいのある
人と家族の日々。そして偏見と差別と無知の
現実。　せめてこの疾病や障がいの知識が
あったら、人生の見えている世界はもっと楽に
なり、夢を持つ事もできたかも知れません。
　それは当初の講師予定でした榎田さんの
発言予定タイトル「ただ生きているだけでえ
えやん」が表しています。希望を持ち結婚し
て街での暮らしを始めた彼に、何度か波が
訪れ 辛いときが来ても、「いいんだよ、そう
あなたの言う通りだよ」と伝えたいです。

　皆さんは、何か言いたいことがあるのだ
けれど言えなかったという経験はありませ
んか？ 何かしてほしいことがあっても、遠慮
が先に出てなかなか言い出せないこともあ
りますよね。世の中には、困っていること
はあるのだけれど、それを言い出せない人
が結構いるようです。なかには「どうせ誰
も聞いてくれないから…」という気持ちか
ら、声を出さない人もいるみたいで、そん
な人と出会ったら、「なんとかこの人の声を
みんなに届けたい」と思っても不思議では
ありませんよね。
　声の小さい人がいたらより大きな声を出

せるようにお手伝いをする、場合によっては
自分も一緒に大きな声を出す。このような活
動をアドボカシ―（権利擁護）と表現するこ
とがあります。大切なことは、その人の本当
の気持ちをできるだけ正確に、そしてできる
だけ沢山の人に聴いてもらうことです。その
人がしたいことや、してほしいことを実現す
るためにはどうすればいいのかを言葉にして
伝える。うまくできたかどうかはわかりませ
んが、とにかくやってこれまでいろいろとやっ
てきました。これからもなにか新しいことを
やってみたいと思っているので皆さんの力を
貸してもらえませんか。
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病識：自分の症状を客観的に知る事

アド
ボカシー■メンタル用語解説

絶えることの
無い 幻聴

 精神病院
の個室にはいる

自分に変化
 病気の
理解

楽しかった
 作業所

伝えたい
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ターニングポイントは

法人萌とであう。
外に出て生活を始める
自治会長をしたり
活発に活動しだす。

つらい人生です。
何のために
生まれてきたんだろう？
と考える時が
あります。でも・・・

①統合失調症を発病。頭の中の声が聞こえだして
就職したがすぐ退職。　そして・・・

① 兄が統合失調症を発病。全く兄が変わってしまった。
イケメンでかっこ良かった兄貴がある時を境に、ブツブツ
独り言を言って、裏の家のアンテナが自分を見張っていて
いつか襲われるとおびえ出した。会社も辞めて精神科病院
に入院。それからの 31 年・・・（兄はもう少しでグループホームでの暮らしが実現しそうでした。少し辛い写真です）

②ひきこもって・＿・・
大声で叫んだこ
とから入院。聞こ
えてくる  やむ事のない幻聴「おまえは天災や、くずや」と聞こえた。

⑤幻聴は死ぬまで続くでしょうが、でもこれからは前向きに・・・

③作業所に通いだす。和気あいあいの楽しい雰囲気だった。

④やっと病気を
受け入れる。幻聴
の存在をはっきり
体をふるわせ、声を振り絞って、ドクターに打ち明けました。

[よしのり]さんのお話 [まんさく]さんのお話

なんで！？

統合失調症に？
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1997年水中毒になった兄（私／娘／兄（51才）／息子／母／撮影妻）
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